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10
月
27
日
　
朝
の
放
送
開
始
か

ら
、
一
部
の
テ
レ
ビ
・
録
画
機
な
ど

で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
」（
リ
モ
コ
ン
番

号
１
）
だ
け
が
映
ら
な
く
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
故
障
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
が
映
ら
な
く
な
っ

た
場
合
は
、「
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定(

初

期
ス
キ
ャ
ン)

」
を
行
う
こ
と
で
、
ご

覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

(

録
画
機
は
、
あ
ら
た
め
て
再
録
画

予
約
が
必
要
で
す
。)

よ
り
詳
細
な
「
お
知
ら
せ
」
を
Ｎ

Ｈ
Ｋ
か
ら
各
ご
家
庭
に
封
書
で
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
詳
細
な
「
お
知
ら
せ
」
を

確
認
で
き
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.n
h
k.o
r.jp
/m
a
e
-

b
ash
i/

チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
の
お
願
い

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
お
知
ら
せ
と
お
願
い

土�

ご
み
収
集
場
所
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
週
間

秋
の
環
境
美
化
活
動

章
を
付
け
た
役
員
が
現
地
指
導
を
し

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
町
指
定
ご
み
袋
で
出
し
て
い
な
い

ご
み
に
は
、
注
意
シ
ー
ル
を
貼
り
ま

す
。
必
ず
指
定
袋
を
ご
使
用
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
先

町
民
生
活
課
生
活
環
境
室
　

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
４
２
）

月�

県
で
は
、
９
月
・
10
月
を
「
秋
の

環
境
美
化
月
間
」
と
し
、
環
境
美
化

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

町
も
、
県
の
活
動
に
あ
わ
せ
、
環

境
美
化
推
進
協
議
会
と
各
自
治
会
の

協
力
を
得
て
、
10
月
22
日
　
〜
26
日

□
の
期
間
、
ご
み
の
出
し
方
な
ど
の

一
斉
指
導
を
行
い
ま
す
。

期
間
中
、
各
ご
み
収
集
場
所
で
腕

金�

▼
定
員

30
名

▼
費
用

無
料

▼
申
込
方
法

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

※
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
、
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク
参
加
希
望

と
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先
　

産
業
建
設
課
産
業
振
興
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
６
７
）

54
・
８
６
８
１

to
sh
iken

@
to
w
n
.yo

sh
io
ka.

gu
n
m
a.jp

.

▼
コ
ー
ス

吉
岡
町
郷
土
か
る
た
の

舞
台
を
た
ど
る
、
約
６
キ
ロ
。

役
場
〜
野
田
宿
（
森
田
本
陣
）
〜
桃

井
館
〜
馬
場
重
久
の
墓
な
ど
を
散
策

し
役
場
へ
戻
り
ま
す
。
お
っ
き
り
こ

み
の
試
食
会
を
兼
ね
た
昼
食
後
、
解

散
に
な
り
ま
す
。

▼
期
日

11
月
11
日

▼
時
間

午
前
８
時
30
分
受
付
け

（
午
後
１
時
終
了
予
定
）

▼
集
合
場
所

役
場
正
面
玄
関
口

▼
対
象

約
６
キ
ロ
を
自
力
で
歩
け

る
人（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

史
跡
が
語
る
物
語
２
０
１
２【
森
田
本
陣
・
三
国
街
道
】

よ
し
お
か
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
よ
う

日�
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ご
自
身
の
年
金
記
録
は
、
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
（h

ttp
://w

w
w
.n
en
kin

.

go
.jp

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
後
納
保
険
料
を
納
付
す
る

た
め
に
は
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で

す
。
審
査
の
結
果
、
後
納
制
度
に
よ

る
納
付
を
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

牲
０
５
７
０
・
０
１
１
・
０
５
０

渋
川
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課

牲
０
２
７
９
・
２
２
・
１
６
０
７

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
２
年
が
経
過
す

る
と
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
10
月
か
ら
３
年
間

（
平
成
24
年
10
月
１
日
〜
平
成
27
年

９
月
30
日
）
に
限
り
、
過
去
10
年
以

内
に
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
、
後
納
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。

過
去
10
年
以
内
の
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
の
年
金

受
給
額
の
増
加
や
、
年
金
の
受
給
に

つ
な
が
り
ま
す
。

た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
権
を
お
持
ち
の
人
は
、
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
期
限
の
延
長

後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す

募
金
は
、
自
治
会
長
を
通
じ
、
地

域
の
役
員
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

だ
き
集
金
し
ま
す
。

ま
た
、
募
金
は
個
人
の
意
志
を
尊

重
す
る
自
発
的
な
も
の
で
す
。
赤
い

羽
根
共
同
募
金
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ

る
人
は
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

群
馬
県
共
同
募
金
会

吉
岡
町
支
会（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

牲
54
・
３
９
３
０

こ
の
運
動
は
、
住
民
相
互
の
た
す

け
あ
い
を
基
調
と
し
、
だ
れ
も
が
住

み
な
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
す
多
様
な
活
動
を
、
財
源
面
か
ら

支
援
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
群

馬
県
で
募
金
し
た
浄
財
は
、
県
内
各

地
で
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。
ま
た
災
害
時
に
は
「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

や
運
営
な
ど
、
被
災
地
支
援
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」運
動

10
月
１
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す

役
場
職
員
の
異
動

９
月
１
日
付
の
人
事
異
動

▼
教
育
委
員
会
事
務
局

小
池
　
史
高(

総
務
政
策
課)

※
（

）
内
は
前
所
属
課

【
一
般
職
員
】

▼
議
会
事
務
局

青
木
　
史
枝(

教
育
委
員
会
事
務
局)

▼
総
務
政
策
課

渡
辺
　
大
信(

議
会
事
務
局)


